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1、まずは_草..Kにしたい◆1材を搾!備和風

洋風問わずいろいろな索材が使えます、次に

夢恕とバケツなど水がたまる浅めの容揣、

これだけです。
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^2、夢恕を容揣に人れてひたひたになるま

゛

イ中

で水を"÷ぎ幌くほぐして'、ドさい。

備フ己 f!あとは'苧、Rを作るだけ。
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・'てしぽらず水を含んだまま根の訊巧)にどん

'、'、どんかけてぃきます。一度夢想をかけるご

3、苗をポットから抜いて 1:を落としてい、

きます、紳功、い根っこも落として'1、分くら

いの 1オよ残して芯となる訊巧)にします。

これで池

F
、埋 とに蔽を1川転させていきます。
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i5、根を全体的に夢想で覆い底の部分は平
、
、 になる様にならします、形は小さめのおは

ぎをイメージすると良いでしょう。

6、ここでゆっくりと形を壊さない様に水

夢恕をたしつつしぼって下さい。

^を少しずつしぼります、へこんだところに
.
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フ、水をしぼったら指でならしま、オ、、しぽ

りすぎく固くなったらまた水をかけ、るどな
らしやすくなります。、おはぎのような形と

ν

なめらかさが目安です。

8、完成!このまま明るい日陰で数日は水
を与えず安定するのを待ちます゛ま面が乾
いてきたらお皿にのぜて水を優じく与.えま
す、自然に苔も生えてきます。
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夢想を使えぱ軽石鉢に械えて芥を張ったり形の良い
軽イiの表脚や流木の表面に稙物を貼付けて答を張る

のも上ても予軽に出来ます。今までみたいにケト卞

に水苔や亦工上を配合して練りたりという作業が
いりません、ぜひお試しドさい。
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